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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャッタ開口部を閉鎖した状態になるようにチャージされ、該状態から開放する状態に
作動する第１の遮光部材と、
　前記シャッタ開口部を開放した状態になるようにチャージされ、該状態から閉鎖する状
態に作動する第２の遮光部材と、
　前記第１及び第２の遮光部材をチャージし且つそのチャージ状態を機械的に保持する第
１の状態と、前記第１及び第２の遮光部材が走行できる第２の状態とに変位可能なチャー
ジ部材と、
　前記第１及び第２の遮光部材を吸着して該第１及び第２の遮光部材をチャージされた状
態に電気的に保持する電磁手段とを有し、
　吸着保持された前記第１及び第２の遮光部材のその吸着保持を順次解除して、該第１及
び第２の遮光部材を順次走行させて露光制御を行うシャッタ装置であって、
　前記第２の遮光部材の作動軌跡内に進入して該第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を
開放した状態に保持可能な保持部材を有し、
　前記保持部材は、前記第２の遮光部材が吸着保持されている場合は、前記チャージ部材
が前記第１の状態から前記第２の状態に変位する際に前記第２の遮光部材の作動軌跡内か
ら作動軌跡外に退避させられ、前記第２の遮光部材の前記吸着保持の解除時に前記第２の
遮光部材を走行可能とし、前記第２の遮光部材が吸着保持されていない場合は、前記チャ
ージ部材が前記第１の状態から前記第２の状態に変位しても前記第２の遮光部材の作動軌



(2) JP 4101221 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

跡内に進入した状態のままであり、前記第２の遮光部材のチャージ状態が解除されても前
記第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を開放した状態に保持することを特徴とするシャ
ッタ装置。
【請求項２】
　シャッタ開口部を閉鎖した状態になるようにチャージされ、該状態から開放する状態に
作動する第１の遮光部材と、
　前記シャッタ開口部を開放した状態になるようにチャージされ、該状態から閉鎖する状
態に作動する第２の遮光部材と、
　前記第１及び第２の遮光部材を吸着して該第１及び第２の遮光部材をチャージされた撮
影準備位置に電気的に保持する電磁手段とを有し、
　吸着保持された前記第１及び第２の遮光部材のその吸着保持を順次解除して、該第１及
び第２の遮光部材を順次走行させて露光制御を行うシャッタ装置であって、
　前記第１及び第２の遮光部材をチャージし且つそのチャージ状態を機械的に保持する第
１の状態と、前記第１及び第２の遮光部材を走行可能とする第２の状態と、前記第１の状
態と前記第２の状態との間であり、前記第１の遮光部材が走行完了し、前記シャッタ開口
部を開放した状態である第３の状態とに変位可能なチャージ部材と、
　前記第２の遮光部材の作動軌跡内に進入して該第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を
開放した状態に保持可能な保持部材とを有し、
　前記第２の遮光部材が吸着保持されている場合は、前記チャージ部材は前記第１の状態
から前記第２の状態に変位可能であり、前記保持部材は前記チャージ部材の前記第１の状
態から前記第２の状態への変位の際に前記第２の遮光部材の作動軌跡内から作動軌跡外に
退避させられ、前記第２の遮光部材の前記吸着保持の解除時に前記第２の遮光部材の走行
を可能にし、
　前記第２の遮光部材が吸着保持されていない場合は、前記チャージ部材は前記第１の状
態から前記第３の状態に変位した時点で前記保持部材と係合し、前記保持部材を前記第２
の遮光部材の作動軌跡内に進入した状態のままに保持し、前記第２の遮光部材のチャージ
状態が解除されても前記第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を開放した状態に保持する
ことを特徴とするシャッタ装置。
【請求項３】
　前記保持部材は、前記第２の遮光部材の作動軌跡内に進入する方向に付勢されており、
前記第２の遮光部材が吸着保持されている際に前記チャージ部材が前記第１の状態から前
記第２の状態に変位すると、変位する該チャージ部材により作動軌跡外に退避させられる
ことを特徴とする請求項１に記載のシャッタ装置。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のシャッタ装置を具備したことを特徴とする
撮像装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のシャッタ装置と、前記第２の遮光部材が前
記シャッタ開口部を開放した状態に保持されていることにより前記シャッタ開口部を介し
て被写体を撮像する撮像手段からの連続した画像を取得し、該画像を表示する画像表示手
段とを有することを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャッタ開口部を閉鎖するチャージされた状態から開放する状態に作動する
第１の遮光部材と、シャッタ開口部を開放するチャージされた状態から閉鎖する状態に作
動する第２の遮光部材とを有するシャッタ装置及びこの種のシャッタ装置を具備する撮像
装置の改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、シャッタチャージ状態にて、第１の遮光手段の構成要素である先幕及び第２の遮
光手段の構成要素である後幕のそれぞれに対応した電磁石に通電する事によりその状態を
保持し、順次、電磁石の通電を解除することで露光を行うダイレクト保持タイプのシャッ
タ装置が知られている。
【０００３】
　また、特開２００１－２１５５５５号公報に示されているように、シャッタチャージ完
了で後幕及び先幕の駆動レバーをチャージする事で後幕を撮影準備状態に復帰させて開放
状態とし、シャッタチャージ解除で先幕を撮影準備状態とすることで、シャッタを撮影準
備状態とするものが提案（特許文献１）されている。
【特許文献１】特開２００１－２１５５５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記ダイレクト保持タイプのシャッタ装置においては、例えばカメラ背
面に設けられたモニターで画像観察可能なシャッタ開放状態を保持するためには、後幕を
保持する電磁石に対して通電し続ける必要があり、電源の消費が多くなり、電源容量によ
り、シャッタ開放状態を維持する時間に限りがあった。
【０００５】
　また、特許文献１に示されているシャッタ装置においては、先幕及び後幕を機械的に保
持しており、保持機構を解除する事により先幕及び後幕の走行を行うように構成されてい
るために後幕を保持するときに電気的保持を行う必要は無いが、後幕駆動レバーが二体化
となっているなど部品点数が多く複雑な構成となり、高価な機構となってしまっていた。
【０００６】
　（発明の目的）
　本発明の第１の目的は、シャッタ装置と外部との特別な連動機構を持たすことなく簡単
な構成により、また電気的に第２の遮光部材を保持することなく、第２の遮光部材をシャ
ッタ開口部を開放した状態に保持することのできるシャッタ装置及び撮像装置を提供しよ
うとするものである。
【０００７】
　本発明の第２の目的は、シャッタ装置と外部との特別な連動機構を持たすことなく、ま
た電気的に第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した状態に保持することなく、撮像手
段に露光を行わせる露光状態と撮像手段からの連続した画像の取得可能状態との切り換え
を簡単な構成により行うことのできる撮像装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記第１の目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、シャッタ開口部を閉鎖し
た状態になるようにチャージされ、該状態から開放する状態に作動する第１の遮光部材と
、前記シャッタ開口部を開放した状態になるようにチャージされ、該状態から閉鎖する状
態に作動する第２の遮光部材と、前記第１及び第２の遮光部材をチャージし且つそのチャ
ージ状態を機械的に保持する第１の状態と、前記第１及び第２の遮光部材が走行できる第
２の状態とに変位可能なチャージ部材と、前記第１及び第２の遮光部材を吸着して該第１
及び第２の遮光部材をチャージされた状態に電気的に保持する電磁手段とを有し、吸着保
持された前記第１及び第２の遮光部材のその吸着保持を順次解除して、該第１及び第２の
遮光部材を順次走行させて露光制御を行うシャッタ装置であって、前記第２の遮光部材の
作動軌跡内に進入して該第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を開放した状態に保持可能
な保持部材を有し、前記保持部材が、前記第２の遮光部材が吸着保持されている場合は、
前記チャージ部材が前記第１の状態から前記第２の状態に変位する際に前記第２の遮光部
材の作動軌跡内から作動軌跡外に退避させられ、前記第２の遮光部材の前記吸着保持の解
除時に前記第２の遮光部材を走行可能とし、前記第２の遮光部材が吸着保持されていない
場合は、前記チャージ部材が前記第１の状態から前記第２の状態に変位しても前記第２の
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遮光部材の作動軌跡内に進入した状態のままであり、前記第２の遮光部材のチャージ状態
が解除されても前記第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を開放した状態に保持するシャ
ッタ装置とするものである。
【０００９】
 　同じく上記第１の目的を達成するために、請求項２に記載の発明は、シャッタ開口部
を閉鎖した状態になるようにチャージされ、該状態から開放する状態に作動する第１の遮
光部材と、前記シャッタ開口部を開放した状態になるようにチャージされ、該状態から閉
鎖する状態に作動する第２の遮光部材と、前記第１及び第２の遮光部材を吸着して該第１
及び第２の遮光部材をチャージされた撮影準備位置に電気的に保持する電磁手段とを有し
、吸着保持された前記第１及び第２の遮光部材のその吸着保持を順次解除して、該第１及
び第２の遮光部材を順次走行させて露光制御を行うシャッタ装置であって、前記第１及び
第２の遮光部材をチャージし且つそのチャージ状態を機械的に保持する第１の状態と、前
記第１及び第２の遮光部材を走行可能とする第２の状態と、前記第１の状態と前記第２の
状態との間であり、前記第１の遮光部材が走行完了し、前記シャッタ開口部を開放した状
態である第３の状態とに変位可能なチャージ部材と、前記第２の遮光部材の作動軌跡内に
進入して該第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を開放した状態に保持可能な保持部材と
を有し、前記第２の遮光部材が吸着保持されている場合は、前記チャージ部材が前記第１
の状態から前記第２の状態に変位可能であり、前記保持部材が前記チャージ部材の前記第
１の状態から前記第２の状態への変位の際に前記第２の遮光部材の作動軌跡内から作動軌
跡外に退避させられ、前記第２の遮光部材の前記吸着保持の解除時に前記第２の遮光部材
の走行を可能にし、前記第２の遮光部材が吸着保持されていない場合は、前記チャージ部
材が前記第１の状態から前記第３の状態に変位した時点で前記保持部材と係合し、前記保
持部材を前記第２の遮光部材の作動軌跡内に進入した状態のままに保持し、前記第２の遮
光部材のチャージ状態が解除されても前記第２の遮光部材を前記シャッタ開口部を開放し
た状態に保持するシャッタ装置とするものである。
【００１０】
　同じく上記第１の目的を達成するために、請求項４に記載の発明は、請求項１ないし請
求項３のいずれかに記載のシャッタ装置を具備した撮像装置とするものである。
【００１１】
　また、上記第２の目的を達成するために、請求項５に記載の発明は、請求項１ないし請
求項３のいずれかに記載のシャッタ装置と、前記第２の遮光部材が前記シャッタ開口部を
開放した状態に保持されていることにより前記シャッタ開口部を介して被写体を撮像する
撮像手段からの連続した画像を取得し、該画像を表示する画像表示手段とを有する撮像装
置とするものである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１、２または４に記載の発明によれば、シャッタ装置と外部との特別な連動機構
を持たすことなく簡単な構成により、また電気的に第２の遮光部材を保持することなく、
第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した状態に保持することができるシャッタ装置ま
たは撮像装置を提供できるものである。
【００１３】
　請求項５に記載の発明によれば、シャッタ装置と外部との特別な連動機構を持たすこと
なく、また電気的に第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した状態に保持することなく
、撮像手段に露光を行わせる露光状態と撮像手段からの連続した画像の取得可能状態との
切り換えを簡単な構成により行うことができる撮像装置を提供できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下の実施例１及び実施例２に示す通りである。
【実施例１】
【００１５】
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　先ず、図１～図４を用いて、本発明の実施例１に係わるシャッタ装置を含む撮像装置（
実施例２でも同様）について説明する。
【００１６】
　先ず、図１のブロック図を用いて、撮像装置の電気的構成を説明する。図１において、
撮像装置１は、撮像装置１の各種の制御を司るマイクロプロセッサ２、撮像装置１の可動
部分の駆動を行うためのモータ駆動回路３、被写体の輝度を測定するための測光回路４、
被写体の距離を測定するための測距回路５、撮像装置１の露光量の制御を行うシャッタ制
御回路６、撮像装置１に取り込む光束を制御する絞り制御回路７、撮像装置１の状態を表
示する表示装置８、撮像装置１の内蔵ストロボを制御するストロボ制御回路９、撮像装置
１の設定状態を格納するための記憶回路１０、撮像処理を行うための撮像回路１１、撮像
装置１に装着されるレンズと通信を行うためのレンズ通信回路１２、レンズ以外のアクセ
サリと通信するための通信回路１３、撮像装置１の撮像準備動作を開始するためのスイッ
チ１４（ＳＷ１）、撮像装置１の撮像を開始するためのスイッチ１５（ＳＷ２）、及び、
外部ストロボ装置の未装着時に被写体を撮像時に照明するのみでなく、測距時にも被写体
を照射する補助光として用いられる内蔵ストロボ装置１６を備えている。
【００１７】
　図２～図４は上記撮像装置１の概略の光学要素を示す構成図であり、詳しくは、図２は
、シャッタが遮光状態となり、光学ファインダにて光学像を観察可能な状態を示す構成図
であり、図３は、シャッタが開放中で撮像素子からの画像を背面のモニターにて観察可能
な状態を示す図であり、図４は、シャッタを走行させて撮像中の状態を示す図である。
【００１８】
　図２～図４において、２０はミラーボックスである。２１はメインミラーであり、メイ
ンミラーレバー２２によりミラーボックス２０に対して回動可能に保持されている。２３
はサブミラーであり、ミラーボックス２０に対して回動可能に保持されている。３０は画
像の取得を行う撮像素子３１へ入射する光束を調整するシャッタ装置、３２は外部表示部
あり、撮像装置１の外部から観察可能に装着されている。４０は光学ファインダを構成す
るファインダ光学系であり、メインミラー２１により反射された光束が入射されるように
構成されている。４１は正立正像光学系であり、光学ファインダの像を正立像に変換して
いる。４２は接眼光学系であり、４３は焦点板であり、いずれもファインダ光学系４０を
構成する部材である。６０は焦点検出装置であり、図２に示す状態においては、メインミ
ラー２１を透過し、サブミラー２３で反射された光束を検出しており、図３に示す状態に
おいては、メインミラー２１にて反射された光束を検出し、焦点状態の検出を行っている
。５０は撮像レンズであり、被写界の像を撮像装置１の内部に導き、結像させている。
【００１９】
　次に、図５～図１１を用いて、上記撮像装置１に具備される本発明の実施例１に係わる
シャッタ装置について説明する。図５及び図６は上記撮像装置１に具備されるシャッタ装
置全体の構成を示す図であり、図７～図１１はシャッタ装置のシャッタチャージ時等の各
状態を示す図である。
【００２０】
　先ず、図５、図６及び図７を用いて、本発明の実施例１に係わるシャッタ装置３０の構
成について説明する。これらの図において、１１０はシャッタ装置３０の各種部品を保持
するシャッタ地板、１１１は後述する先幕及び後幕の作動スペースを光軸方向において分
割する仕切板、１１２はシャッタ地板１１０に固定されて仕切板１１１と共に先幕及び後
幕の走行スペースを形成するカバー板、１１３はシャッタの制御機構を保持するＭＧ地板
、１２１は撮像前（撮影準備状態）に図３等に示した撮像素子３２の遮光を行う第１の遮
光手段を構成する部材の一つである先幕であり、１３１は撮像後（撮影完了時）に撮像素
子３２の遮光を行う第２の遮光手段を構成する部材の一つである後幕である。１２２はシ
ャッタ地板１１０に対して回動可能に支持された先駆動レバーであり、先幕１２１に係合
して先幕１２１の駆動を行う。１３２はシャッタ地板１１０に対して回動可能に支持され
た後駆動レバーであり、後幕１３１に係合して後幕１３１の駆動を行う。１２３は先駆動
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レバー１２２に対して駆動力を付加する先駆動スプリング、１３３は後駆動レバー１３２
に対して駆動力を付加する後駆動スプリングである。
【００２１】
　１２４は先駆動スプリングチャージ部材であり、先駆動スプリング１２３のチャージ量
を調節し、先幕１２１の駆動速度を調節するためのものである。１３４は後駆動スプリン
グチャージ部材であり、後駆動スプリング１３３のチャージ量を調節し、後幕１３１の駆
動速度を調節するためのものである。１２５及び１３５はヨークであり、ヨーク１２５は
先幕１２１を保持するためのもので、ヨーク１３５は後幕１３１を保持するためのもので
ある。１２６及び１３６はコイルであり、ヨーク１２５及びヨーク１３５と共に電磁手段
を構成する。１２７及び１３７はヨーク１２５及びヨーク１３５に吸着されて先幕１２１
及び後幕１３１の保持を行うアマチャーである。アマチャー１２７は先幕１２１を保持し
、アマチャー１３７は後幕１３１を保持する様に構成されている。
【００２２】
　本実施例１において、先幕１２１、先駆動レバー１２２及びアマチャー１２７が第１の
遮光部材を構成しており、後幕１３１、後駆動レバー１３２及びアマチャー１３７が第２
の遮光部材を構成している。
【００２３】
　１２８及び１３８は後述のチャージレバーからの入力を伝達するための部分に装着され
ているチャージコロであり、チャージコロ１２８は先駆動レバー１２２に対して回転可能
に支持され、チャージコロ１３８は後駆動レバー１３２に対して回転可能に支持されてい
る。１２９，１３９は先駆動レバー１２２及び後駆動レバー１３２の駆動完了時の衝撃を
吸収する駆動レバーストッパーで、シャッタ地板１１０に装着されており、駆動レバース
トッパー１２９は先駆動レバー１２２の衝撃を吸収し、駆動レバーストッパー１３２は後
駆動レバー１３２の衝撃を吸収するように構成されている。１４１はチャージレバーであ
り、シャッタ外部からの入力により先駆動レバー１２２及び後駆動レバー１３２のチャー
ジを行う。１４２は後幕保持駆動レバー駆動部であり、後述する後幕保持駆動レバー１５
２と係合する。
【００２４】
　１５１は後幕保持レバーであり、シャッタ地板１１０に対して回動可能に支持されてお
り、後駆動レバー１３２の作動軌跡に対して進退可能に構成されている。１５２は後幕保
持レバー１５１に対して回動可能に支持されている後幕保持駆動レバーである。１５３は
後駆動レバー１３２の作動軌跡内に後幕保持レバー１５１を侵入させる駆動力を付加する
後幕保持レバースプリング、１５４は後幕保持レバー１５１と後幕保持駆動レバー１５２
の間に付加されている後幕保持レバー吸収スプリングである。１６０はストロボの同調信
号を出力するとともに先幕１２１の走行完了を検知するＸ接片、１６１は後幕走行完了を
検知する後幕検知接片である。
【００２５】
　次に、図７～図９を用いて、シャッタチャージ時の動作について説明する。図７は露光
完了状態を示す図、図８はチャージ動作中の状態を示す図、図９はチャージ完了状態を示
す図である。
【００２６】
　図７において、チャージレバー１４１に対して外部よりチャージ力が入力されると、チ
ャージレバー１４１はシャッタ地板１１０の回動軸を中心に反時計回り（矢印Ａ方向）へ
の回動を開始する。チャージレバー１４１が回動すると、先駆動レバー１２２に装着され
ているチャージコロ１２８に該チャージレバー１４１の一部１４１ａに当接し、先駆動レ
バー１２２が矢印Ｂ方向（図８参照）に回動し始め、先幕１２１のチャージが開始される
ようになる。さらにチャージレバー１４１が反時計回りに回動していくと、該チャージレ
バー１４１の他の一部１４１ｂが後駆動レバー１３２に装着されているチャージコロ１３
８に当接するようになり、後駆動レバー１３２が矢印Ｃ方向（図８参照）に回動し始め、
後幕１３１のチャージも開始されるようになる。チャージレバー１４１の更なる回動によ
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り、後幕保持駆動レバー駆動部１４２が後幕保持駆動レバー１５２から退避する。これに
より、後幕保持駆動レバー１５２に入力されていた、後幕保持レバー１５１を後駆動レバ
ー１３２の作動軌跡から退避させる力が消失するため、後幕保持レバー１５１が後幕保持
レバースプリング１５３の付勢力により後駆動レバー１３２の作動軌跡内に侵入し、図８
に示すように、該後幕保持レバー１５１がチャージコロ１３８と当接した状態となる。
【００２７】
　図８の状態から更にチャージレバー１４１が反時計方向（矢印Ａ方向）に駆動すると、
先駆動レバー１２２および後駆動レバー１３２のチャージが進行する。そして、後駆動レ
バー１３２がオーバーチャージ領域までチャージされると、後幕保持レバー１５１がチャ
ージコロ１３８に干渉しなくなり、後幕保持レバースプリング１５３の付勢力で後幕保持
レバー１５１が後駆動レバー１３２の作動軌跡内に侵入し、図９で示した状態となり、先
幕１２１および後幕１３１のチャージが完了する。
【００２８】
　次に、図９と図１０を用いて、チャージ状態から撮像までの動作について説明する。
【００２９】
　図９の、先幕１２１および後幕１３１のチャージが完了した状態で、コイル１２６及び
コイル１３６に通電し、先幕１２１及び後幕１３１の保持を行う。その後、外部より入力
されていたチャージレバー１４１のチャージ力の解除動作を開始する。チャージレバー１
４１のチャージ解除が始まっても、上記コイル１２６及びコイル１３６への通電によりア
マチャー１２７及びアマチャー１３７がヨーク１２５及びヨーク１３５に吸着されている
ので、先駆動レバー１２２及び後駆動レバー１３２は図９の状態に保持されたままとなる
。チャージレバー１４１のチャージ力が解除されると、該チャージレバー１４１が時計回
り（図１０の矢印Ｄ方向）に回動し、図１０に示す露光準備状態になると、後幕保持駆動
レバー駆動部１４２が後幕保持駆動レバー１５２を駆動する。図１０の状態では、後駆動
レバー１３２がオーバーチャージ状態で保持されているため、後駆動レバー１３２と後幕
保持レバー１５１は係合せず、後幕保持レバー１５１は後駆動レバー１３２の作動軌跡か
ら退避する。この状態でコイル１２６及びコイル１３６の通電状態を変化させる（非通電
状態とする）ことで、先幕１２１及び後幕１３１が走行し、撮像が行われる。
【００３０】
　次に、図９と図１１を用いて、チャージ状態から、撮像装置１の背面等に設けられるモ
ニターにて画像を観察可能な状態にするシャッタ開放状態（図３の状態）への動作につい
て説明する。画像観察可能状態へは撮像装置のモードがモニター表示モードに設定される
ことによって切り換えられる。
【００３１】
　なお、露光準備状態（図１０）と画像観察可能状態（図１１）は、チャージレバー１４
１によってシャッタチャージ動作を行った後（図９に示す状態）、コイル１２６，１３６
に通電を行うか否かによって切り換えることができる。よって、露光準備状態（図１０）
と画像観察可能状態（図１１）を切り換えることは、いずれかの状態から再びチャージレ
バー１４１によるシャッタチャージ動作（チャージレバー１４１を反時計回りに回動させ
る）を行って図９に示す状態とし、その後にコイル１２６，１３６に通電を行うか否かを
切り換えることで可能である。具体的には、画像観察可能状態（図１１）から露光準備状
態（図１０）に切り換える場合は、図１１に示す状態から再度シャッタチャージ動作を行
う。チャージレバー１４１がチャージコロ１３８を押すことで、後幕保持レバー１５１と
チャージコロ１３８との係合が解除され、図９に示すようにアマチャー１３７をヨーク１
３５に当接させることができるとともに、チャージレバー１４１がチャージコロ１２８を
押すことで、アマチャー１２７をヨーク１２５に当接させることができる。そしてアマチ
ャー１２７がヨーク１２５に当接し、アマチャー１３７がヨーク１３５に当接した状態で
コイル１２６，１３７に通電を行えば、図１０に示す露光準備状態にすることができる。
また、露光準備状態（図１０）から画像観察可能状態（図１１）に切り換える場合は、後
述するように、チャージレバー１４１を駆動して図９の状態としてからコイル１２６，１
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３６への通電を断ち、チャージレバー１４１のチャージ解除動作を行えば図１１に示す状
態へと切り換えられる。
【００３２】
　図９は上記のようにチャージ完了状態のシャッタ装置を示しており、この状態でチャー
ジレバー１４１のチャージ解除動作を開始する。なお、この際撮像への移行時と異なり、
コイル１２６及びコイル１３６への通電は行わない。従って、チャージレバー１４１のチ
ャージ解除（矢印Ｄ方向の回動）が始まると、後駆動レバー１３２の走行（矢印Ｅ方向の
回動）が始まり、また先駆動レバー１２２の走行（矢印Ｆ方向の回動）が開始する。しか
し、後駆動レバー１３２は走行直後に後幕保持レバー１５１に当接して該後幕保持レバー
１５１にて図１１に示すように保持され、それ以上の走行（矢印Ｅ方向への回動）はしな
い。一方、先駆動レバー１２２は走行完了状態まで走行する。またこの際、チャージレバ
ー１４１が時計回り（矢印Ｄ方向）に回動することにより後幕保持駆動レバー駆動部１４
２が後幕保持駆動レバー１５２に当接し、後幕保持レバー１５１が退避させられる方向に
付勢されるが、該後幕保持レバー１５１は後駆動レバー１３２に装着されたチャージコロ
１３８と係合しているために位置変化せず、その付勢力は後幕保持レバー吸収スプリング
１５４にて吸収され、シャッタ装置は不図示のシャッタ開口部を開放した状態に保持され
る。
【００３３】
　上記実施例１によれば、不図示のシャッタ開口部を閉鎖するチャージされた状態から開
放する状態に作動する第１の遮光部材（先幕１２１、先駆動レバー１２２及びアマチャー
１２７よりなる）、シャッタ開口部を開放するチャージされた状態から閉鎖する状態に作
動する第２の遮光部材（後幕１３１、後駆動レバー１３２及びアマチャー１３７よりなる
）、第１及び第２の遮光部材をチャージし且つそのチャージ状態を保持する第１の状態（
図９の状態）と、前記第１及び第２の遮光部材が走行できる第２の状態（図１０の状態）
とに変位可能なチャージレバー１４１、及び、第１及び第２の遮光部材を吸着して該第１
及び第２の遮光部材をチャージされた状態に電気的に保持する電磁手段（１２５，１３５
及びコイル１２６，１３６よりなる）を備え、吸着保持された第１及び第２の遮光部材の
その吸着保持を順次解除して、該第１及び第２の遮光部材を順次走行させて露光制御を行
うシャッタ装置に関し、後幕保持レバー１５１を有している。そしてこの後幕保持レバー
１５１は、第２の遮光部材が吸着保持されている場合は、チャージ部材１４１が図９に示
す第１の状態から図１０に示す第２の状態に変位する際に第２の遮光部材の作動軌跡内か
ら作動軌跡外に退避させられ、第２の遮光部材の前記吸着保持の解除時に該第２の遮光部
材を走行可能としている。一方、第２の遮光部材が吸着保持されていない場合は、チャー
ジ部材１４１が図９に示す第１の状態から図１１に示す第２の状態に変位しても第２の遮
光部材の作動軌跡内に進入した状態のままであり、チャージ部材１４１が図９に示す第１
の状態から図１１に示す第２の状態に変位することにより第２の遮光部材のチャージ状態
が解除されても、該第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した状態に保持可能としてい
る。
【００３４】
　詳しくは、後幕保持レバー１５１は、後幕保持レバースプリング１５３により第２の遮
光部材の作動軌跡内に進入する方向に常に付勢されており、第２の遮光部材が吸着保持さ
れている際にチャージ部材１４１が図９の状態から第１及び第２の遮光部材を撮影完了位
置へ走行可能とする状態へ変位すると、変位する該チャージ部材１４１に設けられた後幕
保持駆動レバー駆動部１４２が後幕保持駆動レバー１５２と当接し、これによりチャージ
部材１４１により作動軌跡外に退避させられる構成にしている。
【００３５】
　よって、シャッタ装置と外部との特別な連動機構を持たすことなく簡単な構成により、
また電気的に第２の遮光部材を保持することなく、第２の遮光部材をシャッタ開口部を開
放した状態に保持するシャッタ装置とすることができる。
【００３６】
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　また、撮像装置に上記のようなシャッタ装置を具備することにより、シャッタ装置と外
部との特別な連動機構を持たすことなく、また電気的に第２の遮光部材をシャッタ開口部
を開放した状態に保持することなく、撮像素子３１に露光を行わせる露光状態と撮像素子
３１からの連続した画像の取得可能状態（例えば背面のモニターにより撮影画像を観察可
能にした状態）との切り換えを簡単な構成により行うことができる。
【実施例２】
【００３７】
　以下、図１２～図１８を用いて、本発明の実施例２に係わるシャッタ装置について説明
する。図１２及び図１３はシャッタ装置全体の構成を示す図であり、図１４～図１８はシ
ャッタ装置のチャージ動作時の各状態を示す図である。なお、シャッタ装置以外の撮像装
置の構成は実施例１で示した図１～図４と同様であるので、その詳細は省略する。
【００３８】
　図１２、図１３及び図１４は本発明の実施例２に係わるシャッタ装置の構成を示す図で
あり、上記実施例１における図５～図７と同じ部材には同一の符号を付し、その説明は省
略する。
【００３９】
　図１２～図１４において、図５～図７と異なる点は、図５～図７に示した後幕保持レバ
ー１５１、後幕保持駆動レバー１５２、後幕保持レバースプリング１５３及び後幕保持レ
バー吸収スプリング１５４が無くなり、その代わりに、後幕保持レバー２５１及び後幕保
持レバースプリング２５３を具備している点である。後幕保持レバー２５１は、シャッタ
地板１１０に対して回動可能に支持されており、後駆動レバー１３２の作動軌跡に対して
進退可能に構成されている。また、後幕保持レバースプリング２５３により後駆動レバー
１３２の作動軌跡内へ進入する方向に常に付勢されている。
【００４０】
　次に、図１４～図１６を用いて、シャッタチャージ時の動作について説明する。図１４
は露光完了状態を示す図、図１５はチャージ動作中の状態を示す図、図１６はチャージ完
了状態を示す図である。
【００４１】
　図１４において、チャージレバー１４１に対して外部よりチャージ力が入力されると、
チャージレバー１４１はシャッタ地板１１０の回動軸を中心に反時計回り（矢印Ａ方向）
への回動を開始する。チャージレバー１４１が回動すると、先駆動レバー１２２に装着さ
れているチャージコロ１２８に該チャージレバー１４１の一部１４１ａに当接し、先駆動
レバー１２２が矢印Ｂ方向（図１５参照）に回動し始め、先幕１２１のチャージが開始さ
れるようになる。さらにチャージレバー１４１が反時計回りに回動していくと、後駆動レ
バー１３２に装着されているチャージコロ１３８に当接するようになり、後駆動レバー１
３２が矢印Ｃ方向（図１５参照）に回動し始め、後幕１３１のチャージも開始されるよう
になる。チャージレバー１４１の更なる回動により、後幕保持駆動レバー駆動部１４２が
後幕保持レバー２５１から退避する。これにより、後幕保持レバー２５１に入力されてい
た、後幕保持レバースプリング２５３による該後幕保持レバー２５１を後駆動レバー１３
２の作動軌跡から退避させる力が消失するため、該後幕保持レバー２５１が後幕保持レバ
ースプリング２５３の付勢力にしたがって後駆動レバー１３２の作動軌跡内に侵入し、図
１５に示すように、該後幕保持レバー２５１がチャージコロ１３８と当接した状態となる
。
【００４２】
　図１５の状態から更にチャージレバー１４１が反時計方向（矢印Ａ方向）に駆動すると
、先駆動レバー１２２および後駆動レバー１３２のチャージが進行する。そして、後駆動
レバー１３２がオーバーチャージ領域までチャージされると、後幕保持レバー２５１がチ
ャージコロ１３８に干渉しなくなり、後幕保持レバースプリング２５３の付勢力で後幕保
持レバー２５１が後駆動レバー１３２の作動軌跡内に侵入し、図１６で示した状態となり
、先幕１２１および後幕１３１のチャージが完了する。
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【００４３】
　次に、図１６と図１７を用いて、チャージ状態から撮影までの動作について説明する。
【００４４】
　図１６の、先幕１２１および後幕１３１のチャージが完了した状態で、コイル１２６及
びコイル１３６に通電し、先幕１２１及び後幕１３１の保持を行う。その後、外部より入
力されていたチャージレバー１４１のチャージ力の解除動作を開始する。チャージレバー
１４１のチャージ解除が始まっても、上記コイル１２６及びコイル１３６への通電により
アマチャー１２７及びアマチャー１３７がヨーク１２５及びヨーク１３５に吸着されてい
るので、先駆動レバー１２２及び後駆動レバー１３２は図１６の状態に保持されたままと
なる。チャージレバー１４１のチャージ力が解除されると、該チャージレバー１４１が時
計回り（図１７の矢印Ｄ方向）に回動し、図１７に示す露光準備状態になると、後幕保持
駆動レバー駆動部１４２が後幕保持レバー２５１を駆動する。図１７の状態では、後駆動
レバー１３２がオーバーチャージ状態で保持されているため、後駆動レバー１３２と後幕
保持レバー２５１は係合せず、後幕保持レバー２５１は後駆動レバー１３２の作動軌跡か
ら退避する。この状態でコイル１２６及びコイル１３６の通電状態を変化させる（非通電
状態とする）ことで、先幕１２１及び後幕１３１が走行し、撮像が行われる。
【００４５】
　次に、図１６と図１８を用いて、チャージ状態からシャッタ開放状態への動作について
説明する。
【００４６】
　図１６は上記のようにチャージ完了状態のシャッタ装置を示しており、この状態でチャ
ージレバー１４１のチャージ解除動作を開始する。なお、この際撮像への移行時と異なり
、コイル１２６及びコイル１３６への通電は行わない。従って、チャージレバー１４１の
チャージ解除（矢印Ｄ方向の回動）が始まると、後駆動レバー１３２の作動（矢印Ｅ方向
の回動）が始まり、また先駆動レバー１２２の作動（矢印Ｆ方向の回動）が開始する。し
かし、後駆動レバー１３２は作動直後に後幕保持レバー２５１に当接して該後幕保持レバ
ー２５１にて図１８に示すように保持され、それ以上の作動（矢印Ｅ方向への回動）はし
ない。一方、先駆動レバー１２２は作動状態まで作動する。またこの際、チャージレバー
１４１は、図１６で示したチャージ完了状態と図１７に示した露光準備状態の間の状態に
位置しており、後幕保持駆動レバー駆動部１４２が後幕保持レバー２５１に当接する直前
に停止するので、後幕保持レバー２５１は後駆動レバー１３２に装着されたチャージコロ
３８と係合したままとなり、シャッタは開放状態に保持される。
【００４７】
　上記の各実施例においては、レンズ交換可能な撮像装置にて説明してきたが、レンズ固
定の撮像装置など、上記説明以外の光学機器にも適応出来ることは言うまでもない。
【００４８】
　上記実施例２によれば、不図示のシャッタ開口部を閉鎖するチャージされた状態から開
放する状態に作動する第１の遮光部材（先幕１２１、先駆動レバー１２２及びアマチャー
１２７よりなる）、シャッタ開口部を開放するチャージされた状態から閉鎖する状態に作
動する第２の遮光部材、及び、第１及び第２の遮光部材を吸着して該第１及び第２の遮光
部材をチャージされた撮影準備位置に保持する電磁手段（１２５，１３５及びコイル１２
６，１３６よりなる）を備え、吸着保持された第１及び第２の遮光部材のその吸着保持を
順次解除して、該第１及び第２の遮光部材を順次走行させて露光制御を行うシャッタ装置
に関し、このシャッタ装置は、更に、第１及び第２の遮光部材をチャージし且つそのチャ
ージ状態を保持する第１の状態（図１６の状態）と、第１及び第２の遮光部材を走行可能
とする第２の状態（図１７の状態）と、第１の状態と前記第２の状態との間の第３の状態
（図１８の状態）とに変位可能なチャージレバー１４１、及び、第２の遮光部材の作動軌
跡内に進入して該第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した状態に保持可能な後幕保持
レバー２５１と備えている。そして、第２の遮光部材が吸着保持されている場合は、チャ
ージレバー１４１は前記第１の状態から前記第２の状態に変位可能であり、後幕保持レバ
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ー２５１はチャージレバー１４１の前記第１の状態から前記第２の状態への変位の際に第
２の遮光部材の作動軌跡内から作動軌跡外に退避させられ、第２の遮光部材の前記吸着保
持の解除時に該第２の遮光部材の走行を可能にしている。一方、第２の遮光部材が吸着保
持されていない場合は、チャージレバー１４１は前記第１の状態から前記第３の状態に変
位した時点で後幕保持レバー２５１と係合し、該後幕保持レバー２５１を前記第２の遮光
部材の作動軌跡内に進入した状態のままに保持し、第２の遮光部材のチャージ状態が解除
されても該第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した状態に保持可能としている。
【００４９】
　よって、上記実施例１と同様、シャッタ装置と外部との特別な連動機構を持たすことな
く簡単な構成により、また電気的に第２の遮光部材を保持することなく、第２の遮光部材
をシャッタ開口部を開放した状態に保持するシャッタ装置とすることができる。また、撮
像装置に上記のようなシャッタ装置を具備することにより、シャッタ装置と外部との特別
な連動機構を持たすことなく、また電気的に第２の遮光部材をシャッタ開口部を開放した
状態に保持することなく、撮像素子３１に露光を行わせる露光状態と撮像素子３１からの
連続した画像の取得可能状態（例えば背面のモニターにより撮影画像を観察可能にした状
態）との切り換えを簡単な構成により行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施例１及び実施例２に係わる撮像装置の電気的構成を示すブロック図
である。
【図２】図１の撮像装置においてシャッタ装置が遮光状態となり、光学ファインダにて画
像を観察可能な状態を示す構成図である。
【図３】図１の撮像装置においてシャッタが開放中で撮像素子からの画像を観察可能な状
態を示す構成図である。
【図４】図１の撮像装置においてシャッタを走行させて撮像中の状態を示す構成図である
。
【図５】本発明の実施例１に係わるシャッタ装置の全体の構成図である。
【図６】本発明の実施例１に係わるシャッタ装置の全体の構成図である。
【図７】本発明の実施例１において露光完了状態を示す図である。
【図８】本発明の実施例１においてチャージ動作中の状態を示す図である。
【図９】本発明の実施例１においてチャージ完了状態を示す図である。
【図１０】本発明の実施例１において露光準備状態を示す図である。
【図１１】本発明の実施例１においてシャッタ開放状態を示す図である。
【図１２】本発明の実施例２に係わるシャッタ装置の全体の構成図である。
【図１３】本発明の実施例２に係わるシャッタ装置の全体の構成図である。
【図１４】本発明の実施例２において露光完了状態を示す図である。
【図１５】本発明の実施例２においてチャージ動作中の状態を示す図である。
【図１６】本発明の実施例２においてチャージ完了状態を示す図である。
【図１７】本発明の実施例２において露光準備状態を示す図である。
【図１８】本発明の実施例２においてシャッタ開放状態を示す図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　　　　　　　撮像装置
　３０　　　　　　シャッタ装置
　３１　　　　　　撮像手段
　３２　　　　　　外部表示手段
　４０　　　　　　ファインダ光学系
　５０　　　　　　撮像光学系
　６０　　　　　　焦点検出装置
　１２１　　　　　先幕
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　１３１　　　　　後幕
　１２２　　　　　先駆動レバー
　１３２　　　　　後駆動レバー
　１２３　　　　　先駆動スプリング
　１３３　　　　　後駆動スプリング
　１２４，１３４　駆動スプリングチャージ部材
　１２５，１３５　ヨーク
　１２６，１３６　コイル
　１２７，１３７　アマチャー
　１２８，１３８　チャージコロ
　１２９，１３９　駆動レバーストッパー
　１４１　　　　　チャージレバー
　１４２　　　　　後幕保持駆動レバー駆動部
　１５１，２５１　後幕保持レバー
　１５２　　　　　後幕保持駆動レバー
　１５３，２５３　後幕保持レバースプリング
　１５４　　　　　後幕保持レバー吸収スプリング

【図１】 【図２】



(13) JP 4101221 B2 2008.6.18

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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